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１．はじめに  

 

図 2 計測結果比較 

A：ゆらぎのアナログ信号処理[4]   

D：ゆらぎのデジタル信号処理（提案法）スピーカから出る音が人の心理に様々な影響を

与えていることが知られている。高澤や井上らの検

討では再現度の高いスピーカが心理に影響を与え

ると結論された[1],[2]。ところが、1/f ゆらぎが人をリラ

ックスさせる効果があると言われている[3]ことから、ス

ピーカがゆらぎを発生させていると仮定できる。そこ

で本研究では 1/f ゆらぎの計測システムを試作し、ス

ピーカが与える心理的影響について検討する。 
 
2．研究へのアプローチ 

1/f ゆらぎを計測する方法としてアナログ機器で計

測を行う方法が多く知られている。しかし、アナログ

での計測は、回路が発生するノイズの影響等により、

得られる結果の信頼性が悪化する。本研究では、信

頼性の高い 1/f ゆらぎを測定するために、デジタルで

の 1/f ゆらぎ計測システムの作成を行う。図 1 に振幅

の 1/f ゆらぎを計測する方法を示す。(a)は従来のア

ナログ計測の手順であり、(b)は試作したデジタル計

測システムである。 

ノイズは BPF や 2 乗処理回路等から混入する。こ

のノイズは測定を行う際に障害となる。しかし、今回

作成した計測装置では全ての処理をデジタルで行う。

したがって、これらのノイズの影響を避けることが可

能であり、計測結果の高信頼性が期待できる。図 1
では振幅のゆらぎ計測について示したが、周波数の

1/f ゆらぎについても同様に作成できる。 
製作したシステムが正しく動いているかを確認す

るために文献[4]で用いられている信号と同等の音

源を用い検証を行った。図 2 から従来のアナログ計

測と同様の結果が得られており、作成したシステム

の有効性が確認できる。 
 
3．今後の展望 
 現在、図 1 のようなゆらぎ計測システムが完成して

いる。しかし、本研究の最終目標であるスピーカが

与える心理的影響の検討には至っていない。今後

は、スピーカによって 1/f ゆらぎが発生するかを確認

し、心理的影響を解明したい。 
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(a）アナログ方式      (b)デジタル方式 
図 1 振幅ゆらぎフローチャート 

*1：サンプリング周波数 44100Hz を 441Ｈｚへダウンサンプリング 
*2：サンプリング周波数 441Hz6Ｈｚへダウンサンプリング 
各々LPF はアンチエイリアシングとして行っている。 

FFT アナライザ 

BPF(50～10kHz) 

2 乗化 

LPF(～20Hz) 

音声信号 

ゆらぎ表示 ゆらぎ表示 

音声信号 

LPF(10kHz) 

HPF(50Hz) 

分割処理 

保存 

2 乗化 

繰り返し 

再サンプリング 1+LPF*1 

再サンプリング 2+LPF*2 

FFT 


	１．はじめに
	2．研究へのアプローチ
	3．今後の展望
	文　献

